
　　

新年あけましておめでとうございます。

昨年は新型コロナ感染症のため1年の大半を院内立ち入り禁止とせざるを得なくなりました。

そのため入院患者様の面会も許可できず皆様には多大なご迷惑をおかけしたことを心より申し訳

なく思っています。1日も早く面会を再開したいと思っていますが、なにぶん県内での感染者が

散発的にみられておりますのでなかなか難しい状況です。

昨年10月より電子カルテシステムを導入しました。ベテランの職員にとってはストレスでしたが

1～2か月過ぎた頃よりほぼ順調に作動するようになりました。今後作業の効率化を図るとともに

医療、介護のサービス向上を目指します。

当院はもともと老人医療を中心とした慢性期医療を実践してきました。現在、高齢者や認知症

患者の専門的医療・療養にとくに力を入れています。病気や障害を持っている患者さんやその

ご家族が地域で生活できるようにしっかり支えることができるようにと考えています。

今後も地域社会に貢献する病院であり続けたいと強く願っています。「患者、家族により良い

医療を提供できるように」という理念のもと、皆さまのご期待に添えるように職員一同、努力

しようと思っております。
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新年あけましておめでとうございます。

昨年は、コロナ感染拡大に伴い多くの皆様に、ご心配、ご迷惑をおかけしました。インフル

エンザとコロナ感染への不安をもって、新年を迎えることになりました。

昨年看護協会では、ナイチンゲール生誕200年としてNursing now「看護の力で健康な社会

を」キャンペーンを行いました。看護が社会に対して何ができるのかをコロナ感染拡大で大きく

考える年でした。私たちができる事は安全・安心できる患者様への看護介護の提供です。

提供するにあたり知識・技術に責任ある対応と心がとても

大切だと感じています。予防・対策・ワクチンとまだまだ

安心できない状況の中で、コロナとの向き合い方を模索し

ながら現場の看護・介護の質を保ち提供したいと思います。

丑年は「我慢（耐える）」「発展の前触れ（芽が出る）」

を表すといわれています。きっと対策も変化・進化してい

くと考えます。今年も引き続き、看護・介護に自信をもっ

って提供できる人材の育成に努めて行きたいと思います。
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当院では、地域の方々に少しでもお役に立てる活動と

して5つの教室で、体操・ゲーム・講話など介護予防

訓練のお手伝いをさせていただいています。

昨年は、新型コロナウイルスにより中止せざるを得ない

教室が度々でした。春夏を過ぎ秋の味覚を楽しめる頃に

教室が再開できるようになりました。教室では、3密

（密閉・密集・密接）を避けてソーシャルディスタンスを

心掛けました。使用する机・椅子の消毒、手指消毒、時間

短縮で実施しました。

月に一度ではありますが、「ああ来てよかった、楽しかっ

た、勉強になった、また次も参加したい」と思っていただける

教室を目標に頑張っていきます。地域の皆さん、お隣さんを

誘って教室へいらっしゃいませんか、お待ちしております。

Ｒ2年2月の教室の様子

新年のご挨拶


